
授業改善のポイント 第５学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 問題場面を把握する。 

 
 
 
 
 
２ 資料から必要な情報を取り出し、それらを関連付ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青空小学校のあいさつのめあて 

① 自分から すすんで あいさつをする。 

② はっきりした声で あいさつをする。 

資料１ あいさつ運動アンケートの結果 

アンケートの 

項目
こうもく

 

学年（人数） 

自分から 

すすんで 

あいさつが 

できた人数 

はっきり 

した声で 

あいさつが 

できた人数 

１年生（８３人） ８１人 ８２人 

２年生（８２人） ７５人 ７８人 

３年生（８３人） ７９人 ８０人 

４年生（８１人） ７５人 ７７人 

５年生（８６人） ７２人 ５０人 

６年生（８５人） ７３人 ４８人 

合 計（５００人） ４５５人 ４１５人 

 

資
料
２ 

あ
い
さ
つ
運
動
の
お
も
な
感
想 

○ 

毎
朝
、
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
、
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。 

○ 

生
活
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。 

○ 

「
あ
い
さ
つ
が
上
手
だ
ね
」
と
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。 

○ 

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
。 

● 

生
活
委
員
に
は
あ
い
さ
つ
を
し
た
け
ど
他
の
人
に
は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
。 

● 

友
達
と
話
し
て
い
て
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

● 

は
ず
か
し
く
て
小
さ
い
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

● 

自
分
は
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
し
て
い
な
い
人
も
多
く
い
た
。 

● 

あ
い
さ
つ
当
番
の
人
数
が
少
な
い
と
思
っ
た
。 

  

○ 

あ
い
さ
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
め
て
、
当
番
と
い
っ
し
ょ
に
立
つ
と
、 

み
ん
な
喜
ぶ
と
思
う
。 

○ 

あ
い
さ
つ
が
よ
か
っ
た
人
に
賞
じ
ょ
う
を
あ
げ
る
と
よ
い
と
思
う
。 

○ 

校
門
前
だ
け
で
な
く
、
げ
ん
か
ん
前
に
も
当
番
が
い
る
と
よ
い
と
思
う
。 

○ 

あ
い
さ
つ
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
は
る
と
よ
い
と
思
う
。 

資
料
３ 

あ
い
さ
つ
運
動
へ
の
意
見 

 

複数の資料を読み取る力を付ける 

資料から必要な情報を

取り出し、関連付ける。 

まずは、問題文をよく読み、場面把握をしっかりとさ

せましょう。 
次に、それぞれの資料の内容を正しく読み取らせまし

ょう。特に複数の資料がある場合は、どの問題にどの資

料と関連が強いのか、必要な情報を取り出し、考えを整

理させていくことが大切です。 

 このめあてが達成できている

かを調べるためにアンケートを

取ったんだね。資料をよく読ん

で確かめてみよう。 

 

【資料１】 「自分からすすんであいさつ」

は、できた人数が多いね。でも、「はっきりし

た声であいさつ」は、できた人数が少ない学

年があるぞ。ここで意見が分かれそうだな。  

【資料３】 いろいろな意見

が出ているね。資料２の感想

とも関係しているね。どの案

がいいかな。 

 このように資料の内容

を比べたり結び付けたり

しながら読むことで、読み

取りが深まります。 

資料１「はっきりした声であいさつ」の人数が少

ないことや資料２「小さい声であいさつすることが

多かった」などから、ぼくは、資料３「ポスターで

呼びかける」がいいと思うな。 

【資料２】 よい感想だけでは

なく、問題点を挙げている感想

も多いね。めあてを達成したと

は言えないかもしれないね。 

必要な情報を関連付ける。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
田中さん 

 

 

 

 

小林さん 

 

 

 

田中さん 

 

 

高橋さん 

 

 

 
 
田中さん 

 
 
 
渡辺さん 

 

 
 
高橋さん 

 

 

渡辺さん 

 
 

司会者 

わたしは、Ａ案に賛成です。 あいさつ運動への意見に「 あいさつ

が上手な人に賞状をあげるとよい」という意見があるからです。わた

しも以前、ハンカチ・ティッシュ調べで賞状をもらったことがありま

す。うれしかったので、カードをあげることはよいことだと思います。 
 
 わたしは、Ａ案に反対です。 同じ人ばかりが名人カードをもらって、

カードをもらえない人が出る心配があるからです。そうすると、あい

さつをする気もなくなるのではないでしょうか。 
 
 たしかに、同じ人がもらうこともあると思います。でも、名人カー

ドをもらうことでやる気を出す人もたくさんいると思います。 
 
ぼくは、Ｂ案に賛成です。「 あいさつ当番の人数が少ないと思った 」

という感想があります。全校のみなさんから協力してもらえば、他の

場所にも立つことができます。いろいろな場所からあいさつが聞こえ

れば、もっとよい声であいさつをするようになると思うからです。 
 
わたしは、Ｂ案に反対です。「はずかしくて小さな声であいさつをし

た」という感想があります。はずかしいと思う人が当番をすると、あ

いさつを返す人の声も小さくなると思います。 
 
ぼくも、Ｂ案には反対です。当番の人数が多いとこんざつして、さ

わがしくなると思います。それではあいさつをするどころではありま

せん。 
 
渡辺さんの意見について、よい考えがあります。当番の決め方を工

夫すれば、大丈夫です。 
 
当番の決め方を工夫すると言っても、それではよく分かりません。 

どのように工夫するのかよい方法はありますか。 
 
どちらの案にも問題点があるようです。 

解決方法をもう少し考えてみましょう。 
 
 
 

話し手の意図を正しくとらえる力を付ける 

① 大切な文や言葉に線を引い

たり、メモをしたりする。 

話し合いの記録文を読むときは、自分の立場や考え

をはっきりさせている文や言葉に注目させます。 

 その際、大切な文や言葉に線を引いたり、「これは

Ａ案の問題点だ」などメモを残したりしておくと、全

ての文を読み終わった後、整理がしやすくなります。 

Ａ案 

 

Ｂ案 

 
Ａ案の問題点

の指摘 

資料を用いて，支持す

る立場のよさを述べて

います。 

自分の意見に体験し

たことを加えると、説得

力が増します。 

Ｂ案の問題点

の指摘 

Ａ案の問題点

への意見 

Ｂ案の問題点

の解決方法 

解決方法に対

する質問 

意見を述べる際は，ま

ず自分の立場をはっき

りさせます。次に理由を

述べます。文末にも気を

付けましょう。 

問題点を指摘されて

も，さらに自分の意見を

述べて説得しようとし

ています。 

問題点を指摘されて

も、解決方法を述べて説

得しようとしています。 

相手の意見に納得で

きないときは、積極的に

質問をすることで話し

合いが深まります。 

問題文では、説得力のある意見の述べ方をしていま

す。自分が話すとき、書くときに生かせるよう文章を

読みながら、確認していくことが大切です。 

一文目で、自分の立場を言っ

ているね。小林さんは、「Ａ案に

反対」と言っている。というこ

とは、Ｂ案と考えられるね。 

どちらにもよさと問題点

があるね。自分はどちらの

案に賛成しようかな。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 Ａ案 

「あいさつ名人カード」を渡す 

Ｂ案 

全校児童もあいさつ当番をする 

よ
さ 

○ 名人カードをもらうことでやる気を出す人

がたくさんいる。 

○ 名人カードをもらうために、はっきりした

声であいさつをするようになる。 

○ 全校から協力してもらえば、いろいろな場

所であいさつ運動ができる。 

○ これまであまりあいさつができていない人

も、しっかりとあいさつをするようになる。 

問
題
点 

▲ 同じ人ばかりが名

人カードをもらっ

て、カードをもらえ

ない人が出る心配が

ある。 

▲ 生活委員がカード

を渡すことに気をと

られていると、あい

さつをしている人を

見のがしてしまう。 

▲ はずかしいと思う

人が当番をすると、

あいさつを返す人の

声も小さくなる。 

▲ 当番の人数が多い

とこんざつして、さ

わがしくなり、あい

さつどころではなく

なる。 

 
 

問
題
点
に
対
す
る
意
見 

（
解
決
方
法
も
含
む
） 

◎ カードをたくさん

用意しておく。 

◎ 期間中にもらえる

枚数を決めておく。 

◎ あいさつをする

人、カードを渡す人

を分ける。 

◎ ２～３人のグルー

プでいっしょにあい

さつすれば声も大き

くなる。 

◎ 一週間ごとにあ

いさつ当番をする

学年を交たいして

いく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 資料から得た情報を整理し、

自分の意見をもつ。 

それぞれの案のよさや問題点を整理させておくと，

自分の立場を決める際，考えやすくなります。 

さらに、問題点に対する自分の考えや解決方法を考

えておくことも自分の意見をより強くすることに役立

ちます。 

 立場が決まったら、必要な情報を取り出し、意見文

に構成していきます。 

〈Ａ案のよさ〉 

名人カードをもらうことでやる

気を出す人がたくさんいるね。 

そういえば、ぼくにも同じよう

な経験があったよ。 
〈Ａ案の問題点の解決方法〉 

そうだ。あいさつをする人とカー

ドを渡す人を分ければいいんだよ。

それできっとうまくいくよ。 

〈Ａ案の問題点〉 

でも、生活委員がカードを渡すことに気を

とられていると、あいさつをしている人を見

のがしてしまうかもしれないな。 

よし！ぼくは、Ａ案で書こう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立場を明確にして記述する力を付ける 

 
① 自分の立場を述べ、理由も示す。 

自分の意見を読み手に分かりやすく伝えるに

は、伝えたい内容に合わせ段落を作るなど、意図

的に文章を構成していくことが大切になります。 

いくつかの型がありますが、今回は、第１段落

で自分の立場を述べ、その理由を示していく型が

書きやすいでしょう。 

終わり 中 始め 

立
場
の 

表
明
の 

繰
り
返
し 

理
由
① 

     

理
由
② 

   

問
題
点 

に
対
す 

る
意
見 

  

立
場
の 

表
明
○ 

 
 

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
○ 

案
の
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
つ
目
の
理
由
は
、
○
○
○ 

だ
か
ら
で
す
。 

   

二
つ
目
の
理
由
は
、
○
○
○ 

だ
か
ら
で
す
。 

  

た
し
か
に
、
Ａ
案
（
ま
た
は 

Ｂ
案
）
に
は
～
と
い
う
問
題
点 

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
～ 

   
 

わ
た
し
は
、
○
案
に
賛
成
で
す
。 

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

 

② 自分の経験や解決方法

を入れて説得力を増す。 

 自分が選んだ理由に、資料や文章から考えたよさだけでな

く、自分の経験や予想を入れると、より分かりやすくなります。 
 また、「たしかに～でしょう。しかし～と思います」などの

書き方を使って、支持する案の問題点とその解決方法を示すこ

とで、より説得力のある意見に高めることができます。 

ぼ
く
は
、
Ａ
案
に
さ
ん
成
し
ま
す
。
理
由
は
二
つ

あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
の
理
由
は
、
資
料
３
を
見
る
と
、
あ
い
さ

つ
が
上
手
な
人
に
賞
じ
ょ
う
を
あ
げ
る
と
よ
い
と

い
う
意
見
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
も
以
前
、
歯
み

が
き
週
間
で
毎
日
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
、賞
じ
ょ

う
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。賞
じ
ょ
う
を
も

ら
う
と
ま
た
や
る
気
が
出
る
と
思
い
ま
す
。 

た
し
か
に
、
Ａ
案
に
は
、
カ
ー
ド
を
わ
た
す
こ
と

に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る

人
を
見
の
が
し
て
し
ま
う
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
人
、
カ
ー
ド
を
わ

た
す
人
を
分
け
れ
ば
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
と
思
い
ま
す
。  

 

わ
た
し
は
、
Ｂ
案
に
さ
ん
成
し
ま
す
。 

な
ぜ
な
ら
、い
ろ
い
ろ
な
学
年
の
子
と
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
今
、
自
分
と
同

じ
学
年
の
友
達
と
し
か
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
で
も
、
他
の
学
年
の
子
と
も
あ
い
さ
つ
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、も
っ
と
学
校
生
活
が
楽
し
く
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

た
し
か
に
、当
番
の
人
数
が
多
い
と
こ
ん
ざ
つ
し

て
、
さ
わ
が
し
く
な
り
、
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
な

い
と
考
え
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
週

間
ご
と
に
あ
い
さ
つ
当
番
を
す
る
学
年
を
交
た
い

し
て
い
け
ば
、
こ
ん
ざ
つ
す
る
こ
と
も
な
く
、
よ
い

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

書
く
こ
と
を
苦
手
に
し
て
い
る
児
童
に
は
、
各
段

落
の
書
き
出
し
の
型
を
示
す
と
、
抵
抗
感
が
和
ら
ぐ

で
し
ょ
う
。 

必
要
な
つ
な
ぎ
言
葉
が
あ
る
場
合
は
、
説
明
文
の

学
習
と
関
係
づ
け
、
自
分
の
文
章
に
す
す
ん
で
生
か

し
て
い
く
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。 

文章を構成していく際は、下にあるような

「構成メモ」を活用するとよいでしょう。 

「始め」「中」「終わり」の三部構成にし、

その中に情報を当てはめていきます。 

 

文
章
を
書
く
と
き
だ
け

で
な
く
、
話
し
合
い
の
と
き

に
も
役
立
つ
ね
。 

体験の文を加え

ています。 

問題点に対する解決

方法を述べています。 

予想の文を加え

ています。 

問題点に対する解決

方法を述べています。 


